様式第５号（第９条関係）

誓　　約　　書
１　次の事由が判明した場合に不支給の決定を受けても、不服申立ては行いません。
　○　犯罪被害者若しくは第１順位遺族が、集団的若しくは常習的に暴力的不法行為を行う恐れがある組織に属している、又は属していたことが判明した場合。ただし、当該組織に属していたことが当該犯罪行為の発生に関係ない場合であって、被害者が現に当該組織に属する者でないときを除く。
　○  被害者又は遺族と加害者との関係その他の事情から判断して、犯罪被害者等見舞金を支給　　　することが社会通念上適切でないと認められる事由。

２　偽りその他不正の手段により犯罪被害者等見舞金の支給の決定を受けたときは、既に受給した犯罪被害者等見舞金の額に相当する金額を返還します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

杵築市長　　殿
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